
５
　
地
域
社
会
と
文
化

活
発
化
す
る
地
域
活
動

●
地
域
に
根
づ
く
市
民
文
化

　
市
が
把
握
し
て
い
る
文
化
団
体
は
、
音
楽
、
芸
術
、
演
劇
、
文
芸
、

伝
統
芸
能
等
約
四
百
近
く
あ
る
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
県
立
音
楽

堂
で
毎
月
演
奏
会
を
行
っ
て
い
る
横
浜
交
響
楽
団
、
ス
カ
イ
劇
場
で

毎
月
公
演
し
て
い
る
横
浜
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
連
盟
加
盟
の
各
劇
団
な

ど
が
あ
る
。

　
横
浜
美
術
協
会
主
催
の
ハ
マ
展
は
春
と
秋
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
か
れ
、
応
募
者
数
、
観
客
数
と
も
毎
年
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
市
で
共
催
し
て
い
る
も
の
は
、
二
〇
事
業
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
全
市
的
事
業
以
外
に
も
多
く
の
団
体
が
、
独
自
に
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
活
発
な
活

1
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と
文
化

動
状
況
は
、
教
育
委
員
会
へ

そ
の
つ
ど
申
請
さ
れ
る
名
義

後
援
件
数
の
増
加
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
（
表
４
－
3
9
）
。

●
伸
び
ゆ
く
体
育
活
動

　
横
浜
市
体
育
協
会
に
所
属

し
て
い
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
協

会
（
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会
等
）

は
三
十
三
あ
る
。
市
民
で
横

浜
市
体
育
協
会
に
登
録
し
て

い
る
人
は
、
昭
和
五
〇
年
に

は
九
万
五
千
人
、
五
一
年
に

は
九
万
八
千
人
、
五
二
年
に

表4－39　過去３か年分野別名義後援件数
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は
九
万
九
千
人
、
五
三
年
は
一
〇
万
一
千
人
と
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

最
も
登
録
者
の
多
い
の
は
、
野
球
連
盟
の
四
万
二
千
人
、
次
が
剣
道

連
盟
の
一
万
人
、
そ
の
次
が
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
九
千
人
で
あ
る
。
最

近
伸
び
率
の
高
い
も
の
と
し
て
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
卓
球
、
体
操
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
登
録
し
て
い
な
い
人
び
と

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
、
体
育
施
設
に
対
す
る
強
い
要
望
や
施
設
の
利

用
状
況
な
ど
か
ら
年
々
活
発
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
近
年
の
体
育
活
動
、
と
り
わ
け
一
般
市
民
の
行
う
社
会

体
育
の
発
展
に
対
応
し
て
、
施
設
の
整
備
、
活
動
に
対
す
る
指
導
な

ど
の
施
策
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
る
。

●
育
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
地
域
社
会
で
の
市
民
生
活
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
ま
た
が
っ
て

お
り
、
市
民
生
活
を
安
定
さ
せ
、
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
市
民
相
互
間
の
助
け
合
い
と
い
う
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
こ
で
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
み

た
い
。

－
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活
動
－

　
青
少
年
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
め
ざ
し
て
、
昭
和
四
九
年
に
横
浜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
水
泳
、
キ
ャ
ン
プ
、
児
童
文

化
祭
、
新
聞
づ
く
り
等
の
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
対
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
講
師
を
派
遣
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
児
の
水
泳
や
体
操
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
が
増
え

て
い
る
。
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
も
年
々
増
加
し
、
五
三
年

三
月
に
は
二
、
一
二
八
名
に
達
し
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

は
、
さ
ら
に
多
く
の
市
民
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

地
域
か
ら
育
っ
て
き
っ

つ
あ
る
が
、
市
民
の
自

主
的
活
動
－
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
－
が
市
民
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
き

た
と
き
こ
そ
、
地
方
自

治
の
精
神
に
根
ざ
し
た

あ
る
べ
き
地
域
社
会
が

見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ボランティア活動



｜
ヨ
コ
ハ
マ
さ
わ
や
か
運
動
－

　
横
浜
を
だ
れ
に
も
誇
れ
る
清
潔
で
あ
た
た
か
み
の
あ
る
街
に
す
る

た
め
。
ヨ
コ
ハ
マ
さ
わ
や
か
運
動
が
各
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
運
動
は
、
町
を
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
き
れ
い
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
相
互
の
連
帯
感
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
各
自
治
会
、
町
内
会
、
各
種
市
民
団
体
、
行
政
機
関
な
ど

に
よ
っ
て
市
本
部
、
各
区
本
部
が
構
成
さ
れ
、
広
報
活
動
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
清
掃
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
中
区
の
例
で
は
、
レ
タ
ー
作
戦
（
山
下
町
・
関
内
地
区
の
事
業
所

に
ハ
ガ
キ
を
出
す
）
を
実
施
し
、
商
店
、
事
業
所
の
意
識
の
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。
中
区
に
多
い
河
川
の
沿
岸
環
境
美
化
事
業
を
進
め
、

河
と
街
が
一
帯
と
な
っ
た
街
の
美
し
さ
を
め
ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
婦

人
団
体
、
商
店
街
、

自
治
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
よ
り
な

る
「
さ
わ
や
か
部

隊
」
を
編
成
し
、

区
内
の
主
要
個
所

清
掃
で
定
期
的
に

1
4
4
　
地
域
社
会
と
文
化

中区のレター

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
市
民
が
街
を
愛
す

る
よ
う
に
な
り
、
市
民
意
識
の
形
成
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

●
発
展
す
る
ヨ
コ
ハ
マ
文
化

　
ヨ
コ
ハ
マ
に
は
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
港
、
海
、
丘
、
異
国

の
に
お
い
、
ハ
イ
カ
ラ
文
化
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
共
通
イ
メ

ー
ジ
の
も
と
に
活
力
に
富
ん
だ
市
民
が
い
る
。
横
浜
文
化
の
伝
統
を

受
け
つ
い
で
き
た
市
民
に
加
え
て
、
日
本
の
各
地
か
ら
そ
の
地
域
の

文
化
を
身
に
つ
け
て
新
し
く
仲
間
入
り
し
た
市
民
も
い
る
。
こ
れ
ら

の
市
民
が
と
け
あ
い
、
豊
か
な
、
市
民
文
化
の
確
立
へ
と
向
い
つ
つ

あ
る
と
い
え
よ
う
。
特
徴
あ
る
文
化
が
形
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
文

化
が
生
れ
育
つ
社
会
の
大
き
さ
も
必
要
で
あ
る
。
ヨ
コ
ハ
マ
は
日
本

第
二
位
の
人
口
を
か
か
え
る
都
市
で
あ
り
、
人
口
の
定
着
化
と
と
も

に
地
域
社
会
が
形
づ
く
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
ヨ
コ
ハ
マ
の
イ
メ
ー
ジ
、

市
民
の
活
力
、
都
市
の
大
き
さ
は
、
ヨ
コ
ハ
マ
文
化
の
形
成
に
と
っ

て
有
利
な
条
件
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
い
か
し
て
ヨ
コ

ハ
マ
文
化
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、
市
で
は
五
四
年
度
に
、
文
化
関

係
の
各
界
の
識
者
の
意
見
や
提
言
を
も
と
に
多
様
な
文
化
の
創
造
へ

の
足
が
か
り
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
。



●
地
域
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
も
の

　
文
化
活
動
、
体
育
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
地
域
活
動
は

年
々
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
所
得
の
増
大
、
労
働
時
間

の
減
少
、
出
勤
日
数
の
減
少
（
休
日
の
増
加
）
と
密
接
な
関
係
を
も

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
生
活
の
ゆ
と
り
が
地
域
活
動
へ
の
参
加
と
関
係
を

表4－43　休日形態別多様性

表4―40　市内常用労働者の給与，労働時間の経年変化

表4－41　学歴別多様性
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図4－46　暮らしむきからみた地域活動



も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
説
明
さ
れ
る
（
図
４
－
4
6
）
。
さ
ら
に
は
、

高
学
歴
化
、
生
活
の
安
定
化
、
休
日
の
増
大
が
余
暇
活
動
の
多
様
化

を
も
た
ら
し
て
い
る
（
表
４
－
4
0
～
4
3
）
。

　
市
民
の
意
向
調
査
（
三
四
頁
・
図
３
｜
３
）
に
よ
る
と
今
後
行
い

た
い
余
暇
活
動
と
し
て
は
、
一
位
が
ス
ポ
ー
ツ
・
日
帰
り
行
楽
・
ド

ラ
イ
ブ
、
二
位
が
ス
ポ
ー
ツ
見
物
・
映
画
・
音
楽
会
・
三
位
が
読
書
、

四
位
が
家
族
と
の
団
ら
ん
、
五
位
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
。

　
今
後
の
新
し
い
余
暇
活
動
の
要
望
に
対
応
し
て
、
多
様
な
機
能
を

も
っ
た
市
民
利
用
施
設
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
現
在
で
は
社
会
活

動
や
趣
味
の
会
へ
の
参
加
意
欲
を
も
っ
た
人
の
約
三
割
が
市
民
利
用

施
設
を
利
用
し
て
お
り
、
今
後
の
利
用
意
向
は
六
割
に
も
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
今
後
の
施
設
に
対
す
る
要
望
の
強
い
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

●
整
備
さ
れ
る
市
民
利
用
施
設

　
現
在
横
浜
市
で
行
っ
て
い
る
文
化
体
育
行
政
と
し
て
は
、
施
設
の

整
備
・
管
理
、
研
修
会
の
実
施
、
広
報
活
動
、
各
種
事
業
の
共
催
・

後
援
、
文
化
財
の
保
護
等
広
範
囲
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
市
民
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
社
会
体
育
の
発
展
を
め

ざ
し
て
近
年
整
備
さ
れ
て
き
た
市
民
利
用
施
設
を
紹
介
し
た
い
。

1
4
6
　
地
域
社
会
と
文
化

　
多
目
的
施
設
で
あ
る
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
四
八
年
五
月
に
旭

区
希
望
が
丘
に
は
じ
め
て
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
本
郷
地
区
セ
ン
タ

ー
、
磯
子
地
区
セ
ン
タ
ー
、
山
内
地
区
セ
ン
タ
ー
、
日
吉
地
区
セ
ン

タ
ー
、
戸
塚
地
区
セ
ン
タ
ー
、
南
地
区
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
港
南
区
、
瀬
谷
区
、
鶴
見
区
、
保
土
ヶ
谷
区
、
神
奈
川
区
、

金
沢
区
に
も
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
利
用
状
況
を
み
る
と
、
一
日
平
均
利
用
者
（
昭
和
五
二
年
度
実
績
）

日吉地区センター

は
、
希
望
が
丘
地
区
セ

ン
タ
ー
の
二
五
〇
人
か

ら
磯
子
地
区
セ
ン
タ
ー

の
四
二
〇
人
で
あ
り
、

す
べ
て
の
利
用
申
込
み

に
は
応
じ
き
れ
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
男
女

別
の
利
用
状
況
を
み
る

と
、
女
性
の
利
用
率
が

四
五
～
六
〇
％
と
や
や

高
く
、
ま
た
階
層
別
に

は
、
主
婦
が
二
一
％
～
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三
八
％
、
小
中
学
生
が
三
四
％
～
五
〇
％
と
両
者
で
大
部
分
を
占
め

て
い
る
。
利
用
者
の
居
住
地
域
を
み
る
と
区
内
の
人
が
七
八
％
～
九

七
％
で
、
立
地
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
そ
れ
ぞ
れ
の

区
域
を
サ
ー
ビ
ス
地
域
と
し
て
い
る
。

　
地
区
セ
ン
タ
ー
は
地
域
活
動
の
拠
点
、
交
流
の
場
と
し
て
地
域
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
住
民
の
自
主
的
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
運
営
管
理
に
つ
い
て
も
地
域

住
民
の
自
主
的
な
形
が
望
ま
し
く
、
地
元
の
人
た
ち
で
組
織
さ
れ
る

委
員
会
を
設
け
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
へ
の
定
着
を
み
て
き
て
い
る
地
区
セ
ン
タ
ー
で

は
あ
る
が
、
増
大
す
る
利
用
者
に
量
的
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
や
、

施
設
の
活
用
の
仕
方
等
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

｜
図
書
館
－

　
図
書
館
は
住
民
要
望
の
非
常
に
強
い
も
の
で
あ
る
。
市
で
は
鉄
道

沿
線
別
に
八
館
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

四
九
年
に
磯
子
図
書
館
、
五
二
年
に
山
内
図
書
館
、
五
三
年
に
戸
塚

図
書
館
が
完
成
し
て
い
る
。
現
在
、
鶴
見
区
、
金
沢
区
、
港
北
区
に

そ
れ
ぞ
れ
整
備
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
図
書
館
の
蔵
書
冊
数
は
、
昭
和

四
九
年
に
は
約
二
九
万
二
千
冊
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
五
十
四
年

に
は
六
一
万
四
千
冊
と
増
大
し
て
い
る
。
現
在
、
貸
出
登
録
者
数
は
、

野
毛
の
図
書
館
も
含
め
八
万
七
千
人
で
あ
り
、
貸
出
冊
数
は
五
三
年

四
月
～
五
四
年
一
月
ま
で
一
二
四
万
冊
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図

書
館
か
ら
離
れ
た
地
域
の
人
び
と
に
団
体
貸
出
を
行
っ
て
お
り
、
団

体
数
は
二
九
四
、
貸
出
冊
数
は
二
八
万
冊
（
五
三
年
四
月
～
五
四
年

一
月
）
で
あ
る
。
団
体
貸
出
、
個
人
貸
出
と
も
児
童
の
利
用
が
六
十

％
を
占
め
て
い
る
の
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
図
書
館
整
備
に
よ
っ
て
、
市
民
要
望
に
応
え
つ
つ
あ

る
が
、
市
全
域
に
わ
た
る
各
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
化
、
貸
出
事
務
の

迅
速
化
な
ど
が
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

｜
体
育
館
｜

　
余
暇
の
拡
大
と
と
も
に
、
見
る
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に

変
化
す
る
な
か
で
、
施
設
需
要
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
文
化

体
育
館
、
平
沼
記
念
体
育
館
で
は
応
え
き
れ
ず
、
各
区
に
地
域
体
育

館
の
建
設
を
進
め
、
自
動
車
専
用
道
路
の
高
架
下
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
整
備
し
た
り
、
さ
ら
に
は
小
中
学
校
の
運
動
場
の
開
放
を
も
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
方
面
別
体
育
館
を
整
備
す
る
計
画
で
、
現
在
港
南

区
日
野
町
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域
体
育
館
は
、
上
記
体

育
館
が
設
置
さ
れ
る
区
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
地
区
セ
ン
タ
ー
に

併
設
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
的
な
需
要
に
対
応



し
て
い
く
。
ま
た
高
架
下
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
港
北
区
小

机
と
旭
区
本
村
に
五
三
年
度
に
整
備
さ
れ
、
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
利
用
状
況
を
み
る
と
、
磯
子
区
地
域
体
育
館
で
は
一
日
平
均
利
用

者
は
約
二
五
〇
人
（
五
二
年
十
一
月
実
績
）
で
、
利
用
申
し
込
み
に

応
じ
き
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
階
層
別
で
は
主
婦
と
小
中
学

生
の
利
用
率
が
高
い
こ
と
が
特
色
に
な
っ
て
い
る
。
小
机
と
本
村
の

高
架
下
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
も
、
一
日
平
均
利
用

者
は
約
百
人
（
五
三
年
八
月
実
績
）
と
利
用
率
が
高
く
、
ま
た
小
中

学
生
、
婦
人
の
利
用
率
が
高
い
の
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

●
特
色
あ
る
市
民
利
用
施
設

　
最
近
整
備
さ
れ
た
特
色
あ
る
市
民
利
用
施
設
と
し
て
は
、
港
の
見

え
る
丘
公
園
の
大
佛
次
郎
記
念
館
、
本
牧
ふ
頭
の
海
づ
り
施
設
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　
大
佛
次
郎
記
念
館
は
、
横
浜
出
身
の
作
家
大
佛
次
郎
氏
の
業
績
を

記
念
し
た
も
の
で
あ
り
、
浦
辺
鎮
太
郎
氏
の
設
計
に
よ
っ
て
大
佛
氏

の
人
と
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
建
築
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
五
三

年
五
月
か
ら
五
十
四
年
一
月
末
日
ま
で
に
八
万
人
を
越
え
る
入
場
者

が
あ
り
、
一
日
平
均
利
用
者
は
三
七
〇
人
を
越
え
、
予
想
を
上
ま
わ

ｍ
一
　
地
域
社
会
と
文
化

る
利
用
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
海
づ
り
施
設
は
本
牧
Ｄ
突
堤
の
沖
に
設
け
ら
れ
た
さ
ん
橋
で
、
つ

り
人
・
入
場
者
を
合
め
一
日
二
百
人
～
二
千
三
百
人
の
入
場
者
が
あ

り
、
休
日
に
は
大
変
な
混
雑
に
な
っ
て
い
る
。
入
場
者
の
六
五
％
は

市
内
の
人
で
、
残
り
の
三
五
％
は
市
外
か
ら
や
っ
て
き
て
お
り
、
こ

う
し
た
余
暇
施
設
に
対
す
る
需
要
が
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
海

づ
り
施
設
運
営
会
で
は
、
子
供
海
づ
り
教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

に
よ
っ
て
市
民
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
。

大佛次郎記念館

海づり施設
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